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都

於

郡

城

に

つ

い

て

一
、
創
　
築

都
於
郡
城
は
西
都
市
都
於
郡
に
あ
る
伊
東
氏
の
旧
城
で
あ
る
が
、
平
部
晴
南
の

「
日
向
地
誌
」
お
よ
び

「
日
向
古
述
誌
」
に
は
決
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

「都
於
郡
城
墟
」

都
於
郡
町
ノ
西
北

エ
ア
リ
天
正
以
前
伊
東
氏
累
世
ノ
居
城
ナ
リ
伊
東
氏
ノ
条
地

フ
日
向

二
領
セ
シ
ハ
建
久
元
年
庚
戌
正
月
二
十
六
日
工
藤
左
衛
門
浦
経
日
向
ノ

国
地
頭
職

二
補
セ
ラ
レ
同
国

二
於
テ
諸
県
ノ
荘
四
百
五
十
町
田
島
ノ
荘
九
十
五

町
富
田
ノ
荘
八
十
町
県
ノ
荘
百
二
十
町
及
ヒ
児
湯
郡
ノ
内

二
於
テ
三
百
四
十
町

ヲ
領
セ
シ
ヲ
初
ト
シ
テ
其
子
伊
東
祓
時
父
ノ
業
ヲ
襲
キ
其
レ
ヨ
リ
浦
光
繭
宗
貞

浦

マ
テ
五
世

ハ
皆
伊
豆
二
居
り
日
向
ノ
領
地

ニ
ハ
一
族
代
官
ヲ
下
シ
テ
租
税
収

納
ヲ
司
ラ
シ
ム
貞
浦
ノ
子
蔽
持
足
利
尊
氏

二
属

シ
戦
功
ア
リ
尊
氏
其
功
フ
賞
レ

日
向
ノ
内

ニ
テ
更

二
都
於
郡
ノ
地
ヲ
増
シ
与

ヘ
ケ
レ
ハ
延
元
二
年
丁
丑
四
月
伊

豆
ヨ
リ
日
向

二
下
り
都
於
郡
二
居
ル
席
持
ノ
子
前
重
ノ
時

二
至
り
更

二
都
於
郡

城
フ
改
築
シ
諸
士
ノ
宅
地
ナ
ト
其
レ
其
レ
割
り
与
ケ
レ
ハ
サ
シ
モ
広
大
ナ
ル
山

上
山
下
空
地

ハ
少
モ
コ
レ
ナ
シ
」
此
城
大
手
ロ
ハ
東
南

二
向
ヒ
本
丸
ニ
ノ
斥
候

城
卜
三
区

二
分
ル
又
本
丸
ノ
北

二
連
り
奥
ノ
城
卜
称

ス
ル
ア
リ
伊
東
氏
家
族
ヲ

置
キ
シ
所
ナ
リ
ト
云
」
此
城
屋
々
兵
歪

二
鮭
セ
シ
中

ニ
モ
最
惨
酷
ノ
災

二
罹
リ

シ
ハ
永
正
元
年
甲
子
二
月
二
十

一
日
城
中
ヨ
リ
失
火
シ
テ
郭
外

二
及
ヒ
悉
皆
延

焼
シ
テ
累
代
ノ
史
籍
器
物
等
大
半
焼
亡
セ
リ
故

二
此
城
フ
以
テ
本
城
ト
ス
レ
ト

モ
佐
土
原
城
卜
宮
崎

ｆ
城
ト
ニ
移
住
セ
シ
コ
ト
多

シ
軟

二
三
位
入
症
義
前

紅
囃
脇

名
芦

ハ
家
督
ヲ
承
ケ
シ
初
ヨ
リ
始
絡
佐
土
原
城

二
居
り
都
於
郡
城

ニ
ハ
嫡
男
義

益
ヲ
置
キ
義
益
卒
セ
シ
後

ハ
嫡
孫
義
賢
ヲ
置
ク
天
正
五
年
丁
丑
十
二
月
七
国
家

県
文
化
財
専
門
委
員

石

恒

太

良晉

臣
福
永
丹
波
守
野
村
刑
部
少
輔
謀
叛

シ
テ
薩
軍
ヲ
野
尻

二
納
レ
国
人
多
ク
之

ニ

応

シ
ケ
レ
ハ
同
キ
九
日
義
浦

ハ
佐
土
原
城
ヲ
棄
テ
義
賢

ハ
都
於
郡
城
ヲ
棄
テ
倶

二
豊
後

二
走

ル
是
ヲ
世

二
都
於
郡
歿
落
卜
云
」
天
二
十
五
年
丁
亥
島
津
以
久
佐

土
原

二
封
ラ
レ
シ
後
佐
土
原
城
ヲ
以
テ
本
城
ト
ナ
シ
此
城
ヲ
以
テ
支
城
ト
ナ
シ

ケ
ル
カ
元
和
糎
武

一
国

一
城
ノ
令
出
ル
ニ
及
テ
廃
毀
セ
リ
」

こ
れ
は
都
於
郡
城
の
概
略
を
述
べ
た
も
の
で
流
石
に
簡
に
し
て
そ
の
要
を
得
た

も
の
で
あ
る
。
右
の
文
章
に
あ
る
ご
と
く
、
伊
東
氏
は
鎌
倉
時
代
か
ら
日
向
の
地

頭
職
に
補
さ
れ
た
が
、
伊
東
氏
が
都
於
郡
に
築
城
し
た
の
は
南
北
朝
時
代
に
宗
家

の
浦
持
が
足
利
尊
氏
の
た
め
に
戦
功
を
致
し
、
そ
の
賞
と
し
て
都
於
郡
を
加
増
さ

れ
て
日
向
に
入
国
し
て
か
ら
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち

「
日
向
記
」
に
は
巻
第
二
に

磁
持
が
建
武
二
年

（
一
三
二
五
）
に
尊
氏
よ
り
都
於
郡
院
を
賜
わ

っ
た
こ
と
を
記

，」）、
「去
間
小
山
田
御
先

二
日
州

ニ
サ
シ
下

シ
打
続
キ
浦
持
モ
下
向

シ
玉
ヒ
テ
解

シ

キ
粧
ナ
リ
即
都
於
郡
ノ
城
ヲ
取
構
堅
固

二
守
り
国
中
ノ
武
略
ヲ
回

シ
ケ
リ
」

と
書
い
て
い
る
。
思
う
に
日
本
に
お
け
る
城
郭
は
殆
ん
ど
こ
の
時
代
か
ら
実
現

し
た
も
の
で
、
楠
二
成
の
千
早
城
に
し
て
も
、
菊
地
武
敏
の
菊
池
城
に
し
て
も
自

然
の
山
を
臨
時
に
城
取
り
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
日
向
に
お
い
て
も
宮
方

の
伊
東
前
広
の
猪
見
城
、
肝
付
兼
重
の
月
山
日
和
城
な
ど
こ
の
時
代
に
出
現
し
た

城
が
多
い
。

こ
の
城
は
ま
た
浮
舟
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
創
築
に
つ
い
て
都
於
郡

常
楽
院
の
地
神
堂
の
棟
札
に
は
、

「
正
中
元
年
、
壬
辰
六
月
、
伊
東
大
和
守
、
藤
原
浦
持
、
時
代
浮
舟
城
ヲ
築
ク
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一ム
々
」

と
あ
り
、
ま
た
三
財
の
住
人
伊
東
鹿
右
の
家
系
に
は
、

「
犬
房
丸
、
六
代
ノ
孫
大
和
守
、
藤
原
浦
持
、
浮
舟
城
ヲ
築
キ
都
於
郡

二
至
ル

一ム
々
」

と
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
の
城
の
創
築
は
、
伊
東
浦
持
の
時
代

で
あ

っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
誤
り
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。
伊
東
前
持
は
前
に
記
し
た

ご
と
く
、
足
利
尊
氏
か
ら
日
向
の
都
於
郡
院
を
賜
わ

っ
た
の
が
建
武
二
年

（
一
三

二
五
）
で
あ
り
、
日
向
に
初
め
て
入
国
し
た
の
が
延
元
二
年

（
一
三
二
七
）
で
、

貞
和
四
年

（
正
平
三
年
＝

一
三
四
八
）
に
上
洛
の
途
中
に
病
を
得
て
京
都
で
死
亡

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
常
楽
院
地
神
堂
の
棟
札
に
い
う
正
平
元
年

（
一
三
四
六
）

の
創
建
説
は
不
当
な
も
の
と
は
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
棟
札
に

「
正

平
元
年
壬
辰
六
月
」
と
ぁ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
誤
り
で
、
正
平
元
年
は
丙
成
で
あ

り
、
正
平
年
間
の
壬
辰
の
年
は
七
年
で
浦
持
の
死
亡
後
と
な
る
。

し
か
し
こ
の
城
が
さ
ら
に
城
ら
し
く
改
築
さ
れ
た
の
は
席
持
の
子
席
重

（後
氏

浦
と
改
む
）
の
時
で

「
日
向
記
」
巻
第
二
に
は
、

「夫
ヨ
リ
都
於
郡
ヲ
経
営
セ
ン
ト
テ
弥
家
風
ヲ
定
ム
大
形
ノ
指
図
様
体
究
ツ
テ

先
普
請

二
可
入
具
足
或
鍛
冶
番
匠
ヲ
召
集
テ
夜
ヲ
日
二
続
テ
急
キ
ケ
リ
弥
精
カ

ヲ
励

マ
シ
吉
日
ヲ
撰
テ
御
移
徒
ナ
リ
其
外
先
規
ノ
如
ク
馳
集
テ
門
前

二
市
ヲ
ナ

ス
近
習
外
様
馬
廻
以
下
ノ
屋
敷
割
有

シ
カ
サ
シ
モ
ニ
広
キ
山
上
山
下
モ
更

ニ
ナ

カ
リ
ケ
リ
」

と
書
い
て
い
る
。
従

っ
て
こ
の
時
に
城
の
普
請
が
な
さ
れ
、
近
冒
外
様
馬
廻
以

下
の
屋
敷
割
が
行
わ
れ
て
都
於
郡
城
の
形
体
は
ま
ず
整
備
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ

る
。
諾
重
は
日
向
記
に
よ
れ
ば
貞
和
四
年
極
月
に
日
向
に
降

っ
て
磁
広
の
子
守
永

下
野
守
浦
氏
が
横
領
し
て
い
た
都
於
郡
城
に
入

っ
た
の
は
そ
の
翌
五
年
と
見
ら
れ

る
の
で
、
城
の
普
請
を
行

っ
た
の
は
五
年
か
六
年
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、

城

の

景

観

都
於
郡
城
は
平
地
に
屹
立
し
た
自
然
の
山
丘
を
城
取
り
し
た
も
の
で
、
高
さ
約

百
米
、
西
側
は
急
坂
を
な
し
て
水
田
に
臨
み
、
そ
の
外
側
に
三
財
川
が
南
か
ら
北

に
流
れ
て
外
濠
の
役
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
他
東
、
北
、
南
は
水
田
を
距
て
て
丘

地
に
対
し
て
い
る
。
従

っ
て
外
か
ら
こ
れ
を
望
め
ば
正
し
く
浮
舟
の
状
を
呈
し
て

い
る
。
城
の
中
心
は
言
う
ま
で
も

な
く
本

丸
で
、
こ
こ
は
こ

の
山
丘

の
頂
上
部
に
当

る
。
こ
こ
は
も
と
天
孫
壌
々
杵
尊
の
御
子
彦
火
火
出
見
尊
の
御
陵
た
る
高
屋
山
上

陵
と
伝
え
ら
れ
る
古
墳
の
在

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
日
高
篤
実

の
著

「
日
向
三
山
陵
実
地
証
切
志
」
に
は
、

「
此
山
陵

ハ
、
日
向
国
児
湯
郡
、
荒
武
村
鹿
野
田
村
ノ
境
界
、
字
高
屋
山
上

ニ

在
り
、
昔
者
、
都
農
郡
卜
称

シ
、
今
者
都
於
郡
卜
書
ス
、
日
本
書
紀

二
所
謂
、

日
向
高
屋
山
上
ノ
陵
是
也
、
惜
乎
営
今
陵
容
ヲ
存
セ
ス
シ
テ
、
僅
カ
ニ
其
脱
蹟

ヲ
残
ス
ノ
ミ
、
其
故
何
ナ
リ
ヤ
、
此
レ
中
世
伊
東
氏
日
向
ヲ
領
ス
ル
ト
キ
、
此

山
陵

ヲ
毀
チ

・〈「乗二
隔
二棺
辻
”
覇
対
ル
鯖
ノレ石
鷹
左
哺
旧

城
ヲ
一局
屋
山
上

二
築
ク
故
ナ

リ
、
名
テ
浮
舟
ノ
城
卜
臼
フ
、
是
レ
山
陵
ノ
旧
跡
也
」

と
書
い
て
い
る
。
現
に
本
丸
跡
に
は
石
棺

（箱
式
）
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
は
れ
る
よ
う
な
石
が
見
出
さ
れ
る
。

本
丸
は
言
う
ま
で
も
な
く
城
の
中
心
で
あ
り
、
城
主
の
居
る
所
で
、
戦
時
に
は

総
司
令
部
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
落
城
の
際
は
城
主
の
切
腹
の
場
所
と
も

な

っ
た
。

本
丸
の
西
方
に
二
の
丸
、
三
の
が
丸
あ
り
、
こ
れ
ら
の
丸
は
曲
輪
と
も
い
っ
て

兵
溜
り
で
あ
り
、
城
と
し
て
は
敵
の
本
丸

へ
の
侵
入
を
防
ぐ
防
禦
設
備
で
あ
る
。

本
丸
の
北
方
に
奥
の
城
と
い
う

一
郭
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
日
向
地
誌
に
あ
る
ご

と
く
、
伊
東
氏
が
家
族
を
居
ら
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
や
は
り
城
の

一
郭

と
し
て
防
禦
飽
設
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
ま
た
本
丸
の
西
方
に
城
に

接
し
て
西
ノ
城
と
い
う
出
丸
が
あ

っ
た
。

城
の
西
方
に
は
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
三
財
川
の
流
れ
が
あ

っ
て
自
然
の
要

害
を
な
し
外
濠
を
形
成
し
て
い
る
が
、
東
か
ら
南
方
に
か
け
て
は
そ
う
し
た
も
の
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都 於 郡 城 址 略 図

(古 図 に よ る)

が
な
い
の
で
東
側
に
は
堀
を
幾
重
に
も
め
ぐ
ら
し
、
南
側
も
ま
た
同
様
な
防
禦
設

備
を
施
こ
し
て
い
た
。
さ
ら
に
東
か
ら
南
に
連
な
る
丘
地
を
利
用
し
て
東
方
に
日

随
城
、
向
城
、
東
城
、
泉
城
、
南
方
に
高
城

（或
は
南
城
）
な
ど
の
支
城
を
配
置

し
て
い
た
こ
と
は
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
日
随
城
に
つ
い
て

は
前
掲

「
日
向
三
山
陵
実
地
証
明
志
」
に
、

「
当
高
屋
ノ
東
端

二
、
日
随
ノ
峯
卜
称
ス
ル
所
ア
リ
高
屋
第

一
ノ
絶
景
タ
リ
、

天
皇

（註
景
行
天
皇
の
こ
と
）
臨
幸

シ
給
ヒ
テ
日
随
ル
ル
迄
、
帰
ル
ヲ
忘
レ
テ

眺
望
セ
リ
、
故

二
日
随
卜
云
フ
ト
、
東

ハ
万
里
ノ
治
海
ヲ
望
ミ
、
西
ハ
霧
島
ノ

高
嶽
ヲ
眺
ス
、
南
ハ
折
生
迫
后
ノ
浦
、
珂
茂
豆
攻
淡
嶋
等
、
皆
目
下
ニ
ア
リ
、

関
す
る
日
向
記
の
記
事
に

「
先
普
請

二
可
入
具
足
或
鍛
治
番
匠
ヲ
召
集
テ
」
と
あ

る
の
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
城
の
築
造
に
お
い
て
は
建
築
す
な
わ
ち
作
事
よ
り

上
工
た
る
普
請
の
方
が
重
要
で
あ

っ
た
か
ら
、
先
ず
普
請
に
入

っ
た
わ
け
で
、
普

請
は
山
の
斜
面
を
急
激
に
し
て
敵
兵
の
攀
じ
登
面
の
を
妨
げ
る
よ
う
に
し
。
ま
た

所
々
に
曲
輪
を
設
け
て
味
方
の
溜
り
と
し
、
或
い
は
壕
を
設
け
堀
を
堀
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
鎌
や
鍬
な
ど
の
具
足
が
入
要
で
、
ま
た
こ
れ
を

作
り
、
修
理
す
る
鍛
治
も
必
要
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
作
事
と
な
る
と
番
匠
す
な
わ

ち
大
工
が
必
要
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
作
事
す
な
わ
ち
建
築
物
と
し
て
は
木
戸

や
門
に
よ

っ
て
敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、
居
館
や
物
見
の
櫓
、
兵
の
居
る
長
屋
な
ど
が

帥
　
　
遺

鰯

一

凡

例

北

ハ
男
鈴
岳
ヲ
初
メ
、
米
良
穂
北
ノ
山
々
、
悉
ク
眼
中

二
入
ル
、
其
景

言
フ
可
ラ
ス
、
伊
東
氏
モ
亦
夕
物
見
台
ヲ
、
此

二
置
ク
、
因
テ
物
見
城

卜
号
ス
ル
ナ
リ
云
々
」

と
書
い
て
い
る
。
日
向
地
誌
に
い
う
斥
侯
城

（
も
の
み
の
じ
よ
う
）
に

当
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
支
城
は
何
れ
も
本
城
の
出
城
と
し
て
本

垣
と
相
等
り
相
援
け
て
こ
の
地
の
守
り
を
固
う
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
世

城
郭
の
典
型
を
こ
こ
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
城

の
種
類

と
そ

の
特
徴

都
於
郡
城
す
な
わ
ち
浮
舟
城
は
、
こ
れ
を
城
郭
を
し
て
見
る
場
合
は
、

そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
中
世
式
の
山
城
で
あ
る
。
中
世
の
山
城
は
特
に

南
北
朝
期
の
城
に
多
く
、
こ
れ
を
近
世
の
城
郭
と
比
較
す
れ
ば
多
く
の
相

違
点
が
認
め
ら
れ
る
。

山
城
は
自
然
の
山
丘
を
城
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
城
は
戦
時
の
防

禦
勉
設
で
あ
る
か
ら
、
自
然
の
山
に
人
工
を
加
え
て
防
禦
に
適
せ
し
め
た

も
の
で
あ
る
。
城
の
防
禦
施
設
は
土
工
と
建
築
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
こ

の
場
合
土
工
の
こ
と
を
普
請

（
ふ
し
ん
）
と
呼
び
、
建
築
の
部
分
を
作
事

（
さ
く
じ
）
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
で
築
城
に
当

っ
て
は
普
請
奉
行
と
作
事
奉

行
が
任
命
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
さ
き
に
掲
げ
た
都
於
郡
城
改
築
に

―- 3 -―



あ

っ
た
。

し
か
し
中
世
の
城
に
あ

っ
て
は
近
世
の
城
の
よ
う
な
石
垣
や
練
り
塀
、
天
守
閣

な
ど
は
な
か

っ
た
。
石
垣
が
用
い
ら
れ
初
め
た
の
は
鉄
砲
伝
来
以
後
の
こ
と
で
、

天
守
閣
や
練
塀
が
用
い
ら
れ
た
の
は
織
田
信
長
の
安
土
城
を
初
め
と
す
る
と
言
は

れ
て
い
る
。
従

っ
て
中
世
の
城
に
は
こ
の
よ
う
な
施
設
は
な
か

っ
た
一

さ
ら
に
中
世
こ
と
に
南
北
朝
期
の
山
城
の
特
徴
は
比
較
的
簡
単
な
城
郭
を

一
定

の
地
域
に
多
数
配
置
し
て
こ
の
地
帯
を
要
塞
化
し
、
敵
を
こ
の
中
に
引
き
入
れ
て

包
囲
せ
ん
滅
せ
ん
と
す
る
施
設
に
あ
る
。
楠
氏
の
金
剛
山
に
拠
る
千
早
城
や
肥
後

菊
池
氏
の
菊
池
城
な
ど
が
そ
の
適
例
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
都
於
郡
城
も
ま
た

そ
の
典
型
的
な

一
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
丸
を
中
心
と
す
る
二
の
丸
、
三
の
丸

奥
の
城
な
ど
の
主
城
を
中
央
に
置
き
、
そ
の
周
囲
に
日
隠
城
や
向
城
、
東
城
、
泉

城
、
高
城
、
西
城
な
ど
の
諸
城
を
配
置
し
、
そ
の
中
に
濠
や
壕
を
堀
り
、
こ
の
都

於
郡

一
帯
の
山
地
を
要
塞
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
し
く
中
世
山
城
の
明
ら
か
な

姿
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
の
単
郭
の
城
と
異
な
り
、
複
郭
で
、
し
か
も
極
め
て
複
雑

な
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
敵
も
し
来

っ
て
主
城
を
攻
む
れ
ば
、
支
城
の
兵
起

っ
て

敵
を
後
方
よ
り
包
囲
攻
撃
し
、
敵
が

一
つ
の
支
城
を
攻
む
れ
ば
、
他
の
支
城
が
こ

れ
を
換
撃
す
る
と
い
う
よ
ぅ
に
、
千
変
万
化
の
機
略
を
縦
横
に
し
て
如
何
な
る
大

軍
を
も
こ
こ
で
迎
え
戦
う
態
勢
を
整
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
来

る
と
き
、
初
め
て
こ
の
城
の
文
化
的
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り

ま
た
同
時
に
伊
東
氏
が
こ
の
城
に
拠

っ
て
日
向
の
大
半
を
そ
の
手
中
に
収
め
得
た

所
以
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
、
指
定
と
保
存
に
つ
い
て

以
上
に
述
べ
た
ご
と
く
、都
於
郡
城
は
中
世
の
山
城
と
し
て
典
型
的
な
も
の
で
、

こ
の
よ
う
な
城
は
宮
崎
県
に
は
他
に
存
在
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
楠
氏
の

千
早
城
や
菊
池
氏
の
菊
池
城
に
比
較
し
て
も
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か

も
比
較
的
に
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
文
化
財
と
し
て
指

定
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、指
定
に
当
っ
て
は
、前
に
述
べ
た
こ
の
城
の
文

化
的
意
義
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
本
城
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
壕
と
支
城
と
は
最
小

限
と
し
て
指
定
し

て
保
存
し

た
い
も
の
で
あ
る
と
思

】つ
。世
間
で
は
往
々
に
し
て
城
と
い
え
ば
近
世
の
城
と
混
同
し
、
主
城
だ
け
を
保
存

す
れ
ば
事
足
る
と
考
え
勝
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
中
世
の
城
に
あ

っ
て
は
そ

れ
だ
け
で
は
保
存
の
価
値
は
少
な
い
。
主
城
だ
け
を
取

っ
て
言
う
な
ら
ば
、
近
世

の
城
郭
の
巨
大
な
石
垣
や
櫓
塀
の
美
観
に
は
及
ば
な
い
が
、
中
世
の
城
に
は
中
世

の
城
と
し
て
の
特
徴
と
意
義
と
が
あ
る
の
で
あ
る
か

！
ら
、
こ
の
城
と
し
て
の
特
徴

を
指
定
保
存
の
眼
目
と
す
べ
き
で
ぁ
る
と
い
ぅ
こ
と
を
強
調
し
た
い
の
で
あ
る
。
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都 於 郡 城 辻 図 (日 高次吉氏所蔵 )
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物

宮
崎
市
村
角

（
む
ら
す
み
）
は
市
の
海
岸
に
近
い
部
落
で
、
大
淀
川
の
北
岸
、

山
崎
部
落
の
西
に
当
り
住
吉
と
の
堺
に
近
い
所
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
地
方
は
沖
積
地
帯
で
、
現
在
の
海
岸
か
ら
数
え
て
三
つ
目
の
砂
丘
上
に
あ

り
、
村
の
東
と
西
に
水
田
地
帯
に
扶
ま
れ
、
東
は
細
長
く
北
か
ら
南
に
連
な
る
水

田
を
距
て
て
弥
生
期
の
遺
跡
の
多
い
石
神
、
山
崎
の
丘
地
に
対
し
て
い
る
。
日
向

の
式
内
社
と
し
て
知
ら
れ
る
江
田
神
社
に
も
近
く
、
村
角
別
府
の
名
は

「
宇
佐
大

鏡
」
に
も
見
え
て
平
安
時
代
に
別
府
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
村
内
に
古
墳
も
点
在
し
て
い
る
が
、
砂
丘
地
帯
で
あ
る
た
め
に
砂
丘
の
移
動

に
よ

っ
て
所
在
不
明
と
な

っ
た
古
墳
も
多
い
ら
し
く
、
時
々
土
取
作
業
な
ど
の
際

に
鏡
そ
の
他
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
新
ら
し
く
見
出
さ
れ
た
遺
物
も
そ
の

一
例
で
、
宮
崎
市
高
松
通
で
運
送

業
を
営
ん
で
い
る
高
松
商
事
の
高
松
健
君
が
去
る
二
月
二
日
同
所
で
土
取
作
業
中

に
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
松
君
は
も
と
延
岡
貨
物
自
動
車
運
送
株
式
会
社
に

運
転
手
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
り
、
当
時
同
社
に
居
た
私
の
話
を
聞
い
た
り

し
て
考
古
学
に
多
少
の
興
味
と
理
解
を
も

っ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
れ
が
た
め
に
こ

れ
ら
を
堀
り
棄
て
ず
し
て
こ
れ
を
大
切
に
取
り
出
し
ト
ラ
ッ
ク
に
上
を
戴
せ
そ
の

上
に
置
い
て
私
の
家
ま
で
運
び
届
け
て
呉
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
専
門
家
の

よ
う
な
発
堀
は
で
き
な
か

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
原
形
の
ま
ま
採
取
さ
れ
て

い
る
。
遺
物
は
兜

一
点
、
鎧

一
点
、
鉄
剣

一
点
、
鉄
鏃

一
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
破
片

と
な

っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
特
に
兜
と
鎧
と
は
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
以

下
そ
れ
ら
の
遺
物
に
つ
い
て
詳
記
し
よ
う
。

石

恒

太

一
、
兜

兜

（
か
ぶ
と
）
は
、
も
ち

ろ
ん
鉄
製
で
あ
る
。
眉
庇
式

で
殆
ん

ど
完
全
で
あ

る
。
た
だ
眉
庇
の

一
部
が
欠
損
し
て
い
る
だ
け
で
、
こ
の
欠
損
は
堀
り
取
る
際
に

欠
損
し
た
も
の
で
あ
る
。

鉢
は
ほ
と
ん
ど
円
形
で
、
長
さ
二

一
糎
巾

一
九
糎
と
若
手
前
後
に
長
い
程
度
で

あ
る
。
高
さ

一
五
糎
で
頂
上
に
八
幡
座
に
当
る
伏
鉢
が
あ
る
。
こ
の
伏
鉢
は
直
径

六
糎
、
高
さ
三
糎
で
、
そ
の
頂
上
に
管
状
の
飾
り
が
あ

っ
た
ら
し
い
が
欠
損
し
て

い
る
。
従

っ
て
こ
の
管
状
の
飾
り
は
単
な
る
管
か
、
或
い
は
そ
の
上
に
受
鉢
が
あ

っ
た
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

鉢
は
上
、
中
、
下
と
二
段
に
巻
か
れ
、
上
巻
は
巾
二
、
四
糎
で
八
幡
座
の
下
を

廻
り
、
中
巻
は
巾
三
糎
、
腰
巻
は
巾
三
糎
で
二
段
に
な

っ
て
い
る
。
腐
節
が
甚
だ

し
い
の
で
正
確
に
詩
り
難
い
が
、
こ
の
上
、
中
、
下
の
巻
板
の
間
に
上
、
下
三
段

の
地
板
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
板
は
三
十
九
枚
の
薄
鉄
板
か
ら
成
り
、
三
角
形

の
鉄
板
小
札
が
銀
留
さ
れ
て
出
来
て
い
る
。

眉
庇
は
鉢
の
下
端
よ
り
二
糎
上

っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
お
り
鉢
の
前
半
を
め
ぐ

っ
て
長
さ
二
六
糎
、
中
前
面
で
八
糎
あ
り
、
三
角
形
の
透
し
が
あ
る
。
銭
は
二
段

で
巾
五
、
五
糎
あ
り
、
兜
の
後
半
を
め
ぐ
り
、
両
端
は
眉
庇
の
附
根
よ
り
五
、
五

糎
前
方
に
出
て
い
る
。

こ
の
兜
を
従
来
出
上
し
て
い
る
兜
と
比
較
す
れ
ば
そ
の
形
が
殆
ん
ど
完
全
で
あ

る
こ
と
に
お
い
て
非
常
に
資
料
と
し
て
の
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
八
幡
座
が

か
な
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
も
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。
古
墳
出
上
の
兜
に
は
八
幡

貞田
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兜図第

← 眉庇

← 上巻

鉢ノ端

←― 銭 2枚

座
の
あ
る
も
の
は
少
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
特
徴
あ
る
兜
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

二
、
鎧

鎧

（
よ
ろ
い
）
は
極
め
て
特
徴
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
胴
部
は
破
片
と
な

っ
て

正
し
い
計
測
が
で
き
な
い
が
、
破
片
の

一
部
を
復
原
し
、
そ
の
他
の
も
の
を
点
検

す
る
に
、
短
甲
で
あ
る
ら
し
い
。
背
に
当
る
部
分
の
現
存
の
長
さ
三
八
糎
で
、
周

縁
に
は
革
で
覆
輪
が
施
こ
さ
れ

て
い
る
。
下
部

や
両
脇
、　
前
面
を

欠
い
で
い
る

が
、
前
面
と
見
ら
れ
る
破
片
か
ら
見
て
、
前
は
襟
を
合
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た

ら
し
い
。
そ
し
て
鎧
は
み
な
小
札
を
革
で
綴

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
な
ら
普
通
の
鎧
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
両
肩
か
ら
腕
を
被
う
銀
形

の
肩
掛
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
三
個
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
巾
三
糎
の
薄
い
長

い
鉄
板
を
半
円
形
に
曲
げ
た
も
の
十
二
枚
を
外
径
二
八
糎
、
内
径

一
五
糎
に
兜
の

鍛
状
に
革
綴
し
た
も
の
で
、
伸
ば
せ
ば
肩
か
ら
腕
を
覆
い
、
伸
縮
自
在
で
あ
る
。

遺
物
も

一
方
は
伸
び
た
ま
ま
、
他
方
は
縮
ん
だ
ま
ま
銹
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
よ

っ
て

一
層
こ
の
も
の
の
用
途
を
明
ら
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

も
こ
の
も
の
は
む
し
ろ
桂
甲
に
属
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

桂
甲
の
例
と
し
て
有
名
な
大
阪
府
長
持
山
古
墳
出
上
の
桂
甲
は
肩
に
掛
け
る
も

の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
小
札
を
綴

っ
て
後
世
の
袖
の
よ
う
に
し
て
い
る
。
し
か
る

に
こ
の
遺
物
は
兜
の
緩
を
応
用
し
た
ょ
う
な
も
の
で
、
最
も
内
例
の
板
は
巾
八
、

五
糎
で
内
径
が
最
も
狭
く
且
つ
そ
の
先
端
は
外
に
曲

っ
て
腕

へ
の
接
触
を
良
く
し

て
い
る
。
こ
れ
は
鎧
と
し
て
極
め
て
珍
ら
し
い
も
の
で
、
後
世
の
袖
の
発
展
過
程

を
知
る
た
め
に
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

従

っ
て
こ
の
肩
と
胴
と
を

一
緒
に
し
て
、
こ
の
鎧
を
呼
ぶ
場
合
に
短
甲
と
す
べ

き
か
桂
甲
と
す
べ
き
か
に
迷
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
思
う
に
こ
れ
は
そ
の
中
間
に
位

置
し
て
い
る
。
従

っ
て
強
い
て
呼
べ
ば
桂
短
甲
ま
た
は
袖
付
短
甲
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。

琴収�手控
6 ~t,1°

lυ
レタケ
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兜式庇

。
　

　

眉

剣 と 鏃 と コ ロ イ の 袖



ヨ ロ イ の 破 片



十_＼ ブ
⌒
〕 吐

ぃ も ノ
予

キ
' 
雌

裏 面

第 2図 ヨ ロ イ の 破 片

三
、
剣
　
と
　
鏃

剣
も
鉄
製
で
あ
る
。
欠
損
が
あ
る
が
、
現
存

の
全
長
六
七

糎
、
こ
？
つ
ち
柄
部
の
長
さ

一
〇

糎
、
身

部
五

七
糎

で
あ

る
。
柄
部
は
巾
二
糎
、厚
さ
○
、エハ
糎
で
あ
る
。
身
巾
は
三
、

七
糎
で
両
只
で
あ
る
。
柄
部
に
は
若
千
の
木
質
が
残

っ
て
い

る
が
、
普
通
の
剣
で
あ
る
。

鏃
も
鉄
製
で
長
さ

一
五
、
五
糎
〔
鉾
形
を
な
し
、
身
巾
の

最
広
部
四
糎
で
、
鏃
と
し
て
は
大
形
に
属
す
る
。
従

っ
て
よ

ほ
ど
の
強
弓
で
な
い
と
こ
れ
を
射
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た

ろ
う
と
思
は
れ
る
。

四
、
結

　

一吾

遺
物
は
以
上
に
述
べ
た
四
種
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
も
の
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
古
墳
内
に
あ

っ
た
も
の
と
思

は
れ
る
。

古
墳
の
形
態
も
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
棺
も
何

で
あ

っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
発
見
者
が
棺
の
こ

と
を
語
ら
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
素
人
に
も
わ
か
る
石
棺

内
に
あ

っ
た
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
。
従

っ
て
素
人
に
は
わ

か
り
難
い
粘
土
棺
か
木
棺
が
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と

思
う
。
日
向
に
お
い
て
は
甲
冑
を
出
す
古
墳
は
粘
土
棺
で
あ
る
場

合
が
多
い
。
も

っ
と
も
地
下
式
古
墳
か
ら
も
し
ば
し
ば
見
出

さ
れ
る
が
、
村
角
地
方
は
砂
丘
地
帯
で
あ
る
か
ら
地
下
式
古

墳
を
作
る
に
は
適
し
な
い
。
従

っ
て
盛
土
墳
が
あ

っ
た
も
の

と
恩
は
れ
る
が
、
盛
土
墳
で
甲
冑
を
出
し
た
も
の
は
延
岡
市

浄
土
寺
山

（鳥
居
博

士
発
堀
）
東
諸

県
郡
国

富
町
大

野
原
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（筆
者
発
堀
）
宮
崎
市
下
北
方
町

Ｃ
昌
永
嘉
久
氏
発
見
）
な
ど
み
な
粘
土
棺
で
あ

っ
た
。
し
か
も
粘
土
棺
や
甲
冑
を
蔵
す
る
古
墳
は
比
較
的
に
古
い
古
墳
に
多
く
、
全
目

的
に
も
中
期
古
墳
に
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
ら
の
遺
物
は

古
墳
時
代
中
期

（約
千
五
百
年
前
頃
）
の
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

そ
れ
に
し
て
も
現
在
宮
崎
市
に
お
い
て
は
、
鉄
筋
コ
ン
タ
リ
ー
ト
．建
築
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
が
（
そ
の
コ
ン
ク
ー
ト
用
の
砂
は
専
ら
村
角
か
ら
江
田
原

に
至
る
宮
崎
市
の
砂
丘
地
帯
・に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
こ
の
砂
丘
地
帯
は

弥
生
式
上
器
や
古
墳
の
多
い
地
帯
で
あ
る
か
ら
、
知
ら
な
い
間
に
こ
の
よ
う
に
し

て
包
合
層
や
古
墳
が
堀
り
崩
さ
れ
終
る
わ
け
で
あ
る
。
従

っ
て
宮
崎
市
と
密
接
な

連
絡
を
と
り
、
こ
の
地
帯
の
遺
跡
保
存
に
何
ら
か
の
方
法
を
講
ず
べ
き
必
要
を
痛

感
す
る
決
第
で
あ
る
。
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